
（様式１－１）                                 令和５年度 学校評価                          大牟田市立宮原中学校（NO1） 

 ◇ 評価について  【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上）  ３：ほぼ達成（７０％～９０％）     ２：もう少し（６０％～７０％）     １：できていない（６０％未満） 
           【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である   Ｂ：自己評価は上方修正すべきである   Ｃ：自己評価は下方修正すべきである 

学校教育目標 志を持ち自ら行動できる生徒の育成 重点目標 自ら考えを表現し、相互に学びあう力の育成 

評価計画 自己評価 学校関係者評価 改善計画 

重
点
目
標
に
関
す
る
評
価 

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案） 

学ぶ意欲の向上と基礎・

基本の定着 

・学校で共通して取組むことを、校内
研修等を利用して、教師全員で共
通理解をする。 

校内研修会で学力向上に関する研修
を毎月実施する。 ３ 

○主題研究として学校全体で学力
向上に取り組んだ。 

△学力向上だけに特化した研修会
を毎回開催することができなか
った。 

○△タブレットを積極的に活用し
た教科がある反面、いくつか
の教科はタブレットを活用で
きなかった。 

A 

・学校評価は適切である。 
・学力向上のために、小中
の授業で、共通実践項目
の徹底が必要である。 

・随所に教師の工夫が見受
けられる。 

・個に応じたタブレットの
活用を進めてほしい。 

・小中の相互の授業参観後の協議
を、視点を明確にして充実した
ものにする。 

・ＩＣＴを活用した授業づくりの
推進を図る。 

・学校で共通して取組むことを、校
内研修等を利用して、教師全員
で共通理解する。 

・ＩＣＴを活用した授業づくりの推
進を図る。 

全教科で、タブレット活用した授業を
試みる。 ２ B 

・小中の相互の授業参観後の協議を、
視点を明確にして充実したものに
する。 

４校の授業参観後には、学力向上に関
する検討会を実施する。 

4 A 

基本的な生活習慣の育成 

あ：あいさつ 

そ：掃除 

ふ：服装 

じ：時間 

・小中の交流を軸として、９ヵ年を見
通した生徒指導を地域と共に、指
導をすすめていく。 

学期に２回以上、PTA、地域と共にあ
いさつ運動を実施する。 4 

○あいさつ運動に地域の方も参加

された。 

△ほとんどの生徒が清掃に取り組

んでいたが、繰り返しの指導が

必要だった生徒がいた。 

A 
・学校評価は適切である。 
・M-HAT の取組が地域・
保護者に浸透しつつある。 

・社会に対応できる強い精
神力をもつ子供を育てて
ほしい。 

・小中の交流を軸として、９か年を
見通した生徒指導を地域と共に
すすめていく。 

・生徒会活動や学校行事の目的、内
容、方法を共通理解し、組織とし
て生徒指導を進める。 

・学級経営、生徒会活動を核にすえ
て、「あそふじ」の徹底を図る。 

・生徒会活動や学校行事の目的、内
容、方法を共通理解し、組織として
生徒指導を進める。 

生徒アンケート「クラスの清掃などの
環境が整えられている」生徒 80%以
上 

３ A 

・学級経営、生徒会活動を核にすえ
て、「あそふじ」の徹底を図る。 

生徒アンケート「チャイム席が守れて
いる」生徒 95％以上。 ３ A 

SDGs の達成に向けた

ESD の展開 

・学校運営協議会地域活動部会と協
力して、地域で学ぶ機会を増やす。 

GT の招聘 年間１０回以上実施す
る。 ４ 

○各学年５回以上のＧＴを招いた授

業を実施した。 

○地域より要請があった行事にボラ

ンティアスタッフとして、生徒が参

加した。 

A 
・学校評価は適切である。 
・GT 活用・地域との連携
ができている。 

・地域の行事に参加する子
供が増えた。 

・学校運営協議会地域活動部会と
協力して、地域で学ぶ機会を増
やす。 

・地域との交流や協働体験を推進
し、地域で行動できる生徒を育
てる。 

・地域との交流や協働体験を推進し、
地域で行動できる生徒を育てる。 

地域行事への生徒参加の機会を増や
す。 ４ A 

い
じ
め
防
止 

いじめに気づき、いじめ

をしない・許さない生徒

の育成 

・小中で連携して、９年間を通した生
徒指導を実践し、いじめを生まな
い学校、地域づくりを推進して、い
じめの未然防止に努める。 

いじめが確認できた場合は、全職員で
解消する。 

３ 

○数件のいじめ事案及びいじめ防

止のアンケートをもとに発見し

た生徒間のトラブルを教職員が

協力して解消することができ

た。 

○アンケート結果によって、教育

相談の内容が充実していた。 

A 

・学校評価は適切である。 
・教え合いができる人間関
係づくりに次年度も取り
組んでほしい。 

・学校だけではなく、家庭
と協力しながら取り組む
必要がある。 

・小中で連携して、９年間を通した
生徒指導を実践し、いじめを生
まない学校、地域づくりを推進
して、いじめの未然防止に努め
る。 

・行事や学活、道徳等を通して、人
間関係づくりに努め、絆づくり
と居場所づくりを推進する。 

・行事や学活、道徳等を通して、人間
関係作りに努め、絆づくりと居場
所づくりを推進していく。 

生徒アンケート「あなたのクラスに、
困っている人を助けてくれる人はい
ます」生徒 80％以上 

３ A 

不
登
校
防
止 

不登校生徒の減少と関係

機関との連携体制の構築 

・アクション３の日常化を運営委員
化や生徒指導委員会で徹底する。 

不登校兆候の生徒も含めた欠席状況
資料を毎月提示して、新たな不登校生
徒を生まない（新たな不登校生徒０） 

２ 
△１年間を通して、不登校の生

徒が増加した。 

○資料を基に、不登校生徒の情

報共有をすることができた。 

○ケース会議まではできなかっ

たが、本人や保護者との相談

を実施した。 

B 

・学校評価は適切である。 
・不登校数は増加している
ことは残念だが、取組は
きちんと行われているの
で、上方修正してもよい。 

・SSW によって、小中の情
報共有ができている。 

・地域からの見守りや声か
けも必要なので、情報共
有をしたい。 

・アクション３の日常化を運営委
員化や生徒指導委員会で徹底す
る。 

・連続もしくは長期欠席の生徒へ
の対応を職員全体で把握できる
工夫をする。 

・小中一貫教育を通して、同じ家族
内の情報の共有を図るととも
に、必要に応じた SSW や SC を
加えたケース会議を実施する。 

・連続もしくは長期欠席の生徒への
対応を職員全体で把握できる工夫
をする。 

個々の不登校生徒に関する情報共有
を確実に実施する。 

３ A 

・小中一貫教育を通して、同じ家族内
の情報の共有を図るとともに、必
要に応じたＳＳＷやＳＣを加えた
ケース会議を実施する。 

欠席が３０日以上の生徒に関するケ
ース会議を必ず実施する。 ３ A 

働
き
方
改
革 

働き方改革を推進した教

育の質の向上 

・業務の目的や目標を明確にし、取組
のメリハリを認識させ、働き方改
革に対する職員の意識改革をすす
めていく。 

年間総時間外の勤務時間の 5％減少
（前年度比） 

４ 

○水曜日の部活中止日の徹底によ

り、時間外勤務の個人別時間は

減ってきた。 

○ほとんどの部活動が、土日のい

ずれかは休養日としていたが、

大会等の参加により休日が取れ

ないときがあった。 

A 

・学校評価は適切である。 
・子供と向き合う時間やゆ
とりが生まれていること
が素晴らしい。 

・課題に取り組んでいる。 
・部活動改革について、子
供たちはどう思っている
のか、知りたい。 

・業務の目的や目標を明確にし、取
組のメリハリを認識させ、働き
方改革に対する職員の意識改革
をすすめていく。 

・定時退校日が実効的なものにな
るよう業務の効率化、スリム化
を図る。 

・平日における部活動休養日の確実
な実施を推進するとともに、定時
退校日が実効的なものになるよう
に業務の効率化、スリム化を図る。 

平日の部活動の休み（水曜日）および 
土、日のいずれかの部活動の休みを徹
底する。 ３ A 


